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２０１３年１２月５日に国際シンポジウムを開催しました。

　男女共同参画推進室は，12月 5日（木）に第 4回目となる国際シンポジウム「Women in Science and Education」を

開催しました。

　本年度は，“Gender, Risk Management, and Resiliency” を小テーマとし，国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）

男女共同参画部長の S. コラット氏，シリポーン・ ワッチャルク氏（タマサート大学准教授），上山　真知子氏（山形大学

地域教育文化学部教授）をお迎えしてご講演をいただきました。

　後半のパネルディスカッションでは室崎益輝神戸大学名誉教授の司会の下に，ロニー・アレキサンダー神戸大学教授

（国際協力研究科），大石哲神戸大学教授（工学研究科），鍬田泰子神戸大学准教授（工学研究科），糟谷佐紀神戸学院大学

准教授（総合リハビリテーション学部）のパネリストの皆さまが，ジェンダーと減災について，各々，異なる研究分野から

の多様な視点を披歴しました。

　参加者一同，ジェンダー視点を活かした文理融合減災研究の発展必要性を確認し，盛会裡にシンポジウムを閉じました。 

　また 3回目となる男女共同参画貢献賞は，保健学研究科の男女共同参画推進委員会が表彰され，委員長の松田宣子先生

が代表で表彰状を受け取られました。

ユネスコ男女共同参画部長
 S. Gulser Corat 氏

 「Disaster Risk Reduction 
- How Does Gender Equality Help?」

国際シンポジウム　講演

タマサート大学　准教授
Siriporn Wajjwalku 氏

 「The Crisis Management: 
 Shared Experiences and Lesson
 Learnd for Natural Disaster Mitigation 
 and Preparedness」

         国立大学法人山形大学
         地域教育文化学部　教授
         上山 真知子氏

         「東日本大震災3年目の子どもたちと
           学校の実情 
          - 被災地の心理学者として伝えたいこと」
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パネルディスカッション
【司会】
 室崎　益輝（神戸大学名誉教授） 
 【パネリスト】 
 ロニ―・アレキサンダー（神戸大学教授　国際協力研究科）
 大石　哲（神戸大学教授　工学研究科） 
 鍬田　泰子（神戸大学准教授　工学研究科）
 糟谷　佐紀（神戸学院大学 准教授） 

男女共同参画貢献賞受賞式

保健学研究科
男女共同参画推進委員会　
委員長 松田　宣子先生

　保健学研究科の男女共同参画推進委員会は，学内唯一の研究科内の
正式委員会であり，神戸大学の男女共同参画にかかわる活動に継続的
に取り組んできている。保健学研究科は女子学生，女性教員比率は高
いが，教授職の女性比率は低く，子育て支援を必要とする教員は潜在
的に多い。そのような事情の下で，研究科独自の課題を明確化し，解
決方策を模索している。
　学内，唯一の正式委員会であること，研究科の固有課題に自発的，
継続的に取り組んでいること，男女共同に関わる啓発活動を定期的に
実施していることなど，良好な活動を地道に行っており，男女共同参
画貢献賞を受賞するのにふさわしいグループとして，表彰された。 

　 本年も
どうぞよろしく
     お願い
申し上げます！

育児休業に伴う代替教員制度について
常勤教員（特命教員を除く）の育児休業期間中、

代替教員として常勤教員を雇用することができます

《採用手続き》
・通常の教員と同じ採用手続きとなります
・各研究科の選考基準で行います
（ポスドクを助教として採用することも可能）

《人件費》 本部負担となります

《育児休業期間が延長された場合》
代替教員の雇用期間も延長することができます
※育児休業期間中は給与は支給されないが、雇用保険より
   「育児休業給付金」が支給されます　（給与の約 50％） 

※手続き等の詳細は、各部局総務担当者にお問い合わせ下さい

国立大学法人神戸大学職員の育児休業等に関する規程
育児休業に伴う代替要員

第13条
大学は、育児休業の申出があった場合において、当該育児休業期間について、職員の配置換その他の方法によって
当該申出をした職員の業務を処理することが困難であると認めるときは、当該業務を処理するため、当該育児休業期間
を限度として代替職員を採用することが出来る。
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